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選手F 69m30 決勝 69m85 第4位入賞(11名中) 100.79%
女子・



























































A) 現地での調整について [ 感想 ]





B) 現地での移動 ( ホテル～競技場 ) について [ 感想 ]





C) 現地での食事について [ 感想 ]





D) 大会の運営について [ 感想 ]
[ 選手からの評価（10 段階評価）]7．18 ± 2．21
「大会スタッフの気遣いが素晴らしかった」
「コールルームが冷房が効きすぎて寒かった」
E) 記録達成率について [ 感想と自己分析 ]
[ 選手からの評価（10 段階評価）]4．27 ± 3．57
「ただ実力不足」
「日本と同様の思うような試合展開を作れなかった」
「自分のリズムを掴めなかった」
「ナイターでの試合に馴染めなかった」
５．今後の課題
　当たり前のことのようであるが，日本人選手の多く
は，外国人選手に初めから体格や力で負けてしまうの
ではないかと思っているところがあるように感じる．
しかし本大会に参加した選手たちの中でも，2020年
を見据えた選手は物怖じせず堂々と戦っていた印象は
強い．これは我々コーチだけではなく日本陸上界にと
っても，希望が持てる好材料である．
　今後も本大会に参加したメンバーが中心となり，次
年度2018年アジアジャカルタ大会，2019年世界陸上
競技選手権ドーハ大会を経て，2020年オリンピック
東京大会で日本人選手として活躍してほしい．そのた
めには，それぞれ課題を把握し継続的なトレーニング
とともに，大舞台で記録を出すための準備を常に心が
けて活躍し続けてほしい．帰国前のミーティングにお
いて，監督から「現時点における自分の立ち位置を正
確に把握すること」という課題が提示された．自分の
競技力が日本だけでなく，アジアや世界でどの位置で
68 疋田　晃久　他
あるのか．自分が出場する国際試合の中での，パフォ
ーマンス手段をより熟慮することが必要不可欠である
ことを訴えた．しかし実際には，日本の中で言えばト
ップ選手である選手達が現在世界ランキング何位か，
アジアランキング何位かなども知らない選手が多い現
状であった． したがって，選手だけでなくコーチも
含め，自分達の現在の立ち位置を正確に把握すること
で，アジアや世界での戦い方を考えていくことが重要
であると考えられる．インビテーションシステムの問
題もある．
　海外経験の少ない選手が多かった本遠征は，日本と
は異なる環境下で生活したことによって，日本では当
たり前のことが海外では異なるということを数多く学
ぶことができた．試合会場にあると思っていた投擲用
具がなかったなどの経験から，特に海外遠征において
は「事前準備」が非常に重要であると再認識したよう
であった．また生活面においては，衛生面を気をつけ
て歯磨きもミネラルウォーターで行う経験ができたこ
とは，今後の競技生活を送っていく中で貴重な経験と
なったと思われる．こうした経験が今後の国際大会で
の活躍や陸上競技の発展に寄与できれば幸いである．
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